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｢３本の柱｣で実践研修
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全国７会場で開催予定

福島・東京・名古屋・大阪
福岡・金沢・長野

応募期間

2021年4月1日～5月31日

開講日

2021年６月18日

研修期間

2021年６月〜2024年５月



大工志塾とは？－ 伝統構法を伝えたい人と学びたい人の集まり

塾長挨拶 ～目指せ「棟梁大工志」〜

大工志塾 塾長

淺野 平八

日本の木の文化を引き継ぎ、木造伝統構法を伝えたい人達のもとに
集まって、大工棟梁を目指すという志を持った塾生が集まる「大工志
塾」も、いよいよ第１期の「大工志」を送り出し４期生を迎える運び
となりました。
最近では木造超高層ビルの構想がある一方、昔ながらの心地よい住

宅や街並みの保存修理も重要な課題であり、大工術と木工技芸を継承
し次代に伝えていく大工職人は欠かせない存在となっています。

集合実技研修では、学んだ知識・技術を活かし指導棟梁と塾生が力
を合わせて、木造軸組の建前を経験します。
この大工志塾で３年間をともにしてみませんか。
日本の大工職人の伝統を受け継ぐという志を持った仲間たちと「大

工志塾」のもとに集まって、たがいに励まし合い競い合い「大工志」
さらには「棟梁大工志」を目指しませんか。

大工志塾の育成プログラムは、日本建築をつくる規矩術・木工術と
伝統構法に関わる専門知識を伝える術語で成り立っています。規矩
術・木工術は、これを体得した大工棟梁が指導し、術語は学識経験者
が伝えます。塾生は日常の大工仕事で手仕事の感覚を身につけ、その
「手の記憶」の意味を座学で理解し知識として習得します。

日本の伝統木造建築構法は世界に誇る文化

ですが、その担い手である高度な技能・技術

を備えた熟練大工棟梁の高齢化が進むと共に、

次世代を担う若い大工は減少の一途を辿って

おり、伝統構法の大工技能・技術の継承が大

きな課題となっています。

こうした背景の下、一般財団法人住宅産業

研修財団および優良工務店の会（ＱＢＣ）は、

伝統木造建築の技術・技能の次世代を担う人

材の育成を目的とし「大工志塾」を平成30年

10月に設立・開塾いたしました。

大工志塾は工務店の社員等である若手大工

を中心として、座学（教室講義)、工務店修
業（OJT）、集合実技研修を組み合わせた３
年間のカリキュラムによって実施され「現代
に活かす伝統構法」をテーマに座学講師、指

導棟梁が連携し、塾生がこれからの伝統を担

う大工棟梁としての基本的な知識・技能の習

得を目指して指導することを目的としており

ます。

座学

OJT

実技

毎月１回・２講義を実施、全７教室※開設
福島・東京・名古屋・大阪・福岡・金沢・長野の各地に分かれて講義を行います。

日常の業務を通じた教育訓練(OJT, On-the-Job Training)
基本的な礼儀や道具の使用方法等は所属工務店にご指導いただきます。

全塾生が集まって様々な課題を実技研修で制作
伝統構法を活かした課題制作を年１･２回、合宿して行います。

※入塾者数によって変更することがあります



OJT風景

1 育成プログラムの「管柱」－座学
くだばしら

2 育成プログラムの「通柱」－工務店修業(OJT)
とおしばしら

3 育成プログラムの「大黒柱」－集合実技研修
だいこくばしら

大工職人としての基本的な礼儀や道具の使
用方法等については、塾生の所属する各工務
店様に「工務店修業（OJT）」というかたちで、
日頃の業務の中で指導をお願いしております。
また、OJTの一環として、座学講義で出され

た宿題について、端材等の提供や必要な指導
をお願いすることもあります。

宿題

当塾では伝統構法を受け継ぐ熟練棟梁や学識者・経験者の
方々が講師として在籍しており、塾生が現場で経験している
ことに直結する実践的な内容で講義を行っております。
当塾の特色として、伝統構法を身に付ける上で重要な「規

矩術(きくじゅつ)」の講義を重点に重点を置き、墨付け・刻
みから展開図法による原寸図作成、継手・仕口、架構、造作
までの習得を目指します。
また、国家資格「建築大工技能士」の取得に向けた実技研

修を行う等、大工としてのキャリアアップを図れるような取
組も行っております。
加えて、今後大工棟梁になる上で必要と考えられる伝統構

法や住宅建築に関する基礎知識を学習します。

家づくりとは何か、木造住宅のしくみ、山と木の話、
規矩術、設計図（軸組図・納まり詳細図・現寸図）、
大工道具、木構造、施工、住環境、防火、住居史

学習科目

全国の塾生が集合し、伝統構法を活かした課題制作を合宿で行います。研修期間中
は熟練棟梁と若手の実技指導講師による丁寧な指導のもと、塾生ひとりひとりが役割
をもって課題制作に取り組みます。課題内容は塾生の習熟度や必要な取得技術等を考
慮して、様々なテーマで実施しております。

合掌造り 五重塔 1・2級
技能士課題 四阿

あずまや

大工志塾育成プログラム「３本の柱」



応募者
資格

①工務店の職員（雇用保険等社会保険への加入等により、実際に就業していること
が認められる者）等である若手大工、見習い等であること

②健康であること
③入塾年度の前年度の末日において、満15歳以上であること。なお、未成年者の
場合は、保護者が入塾に同意していること

募集人員 40名 （全国７教室 福島・東京・名古屋・大阪・福岡・金沢・長野 の合計）

授業料
（年間）

１年次 25万円 ２年次 25万円 ３年次 25万円

指導報酬
（年間）

塾生が所属する工務店においては､工務店修業(OJT)指導等に関する役務契約を締
結し、その報酬をお支払いします。（１年次 20万円 ２年次 20万円 ３年次 20万円）

入塾申込
次の書類を大工志塾事務局に請求の上、郵便で提出してください。
①入塾願書 ②塾生推薦書兼所属工務店登録書

申込期限
2021年４月１日～５月31日（必着）
書類審査により選考し、入塾の可否を後日、所属工務店宛に通知します。

提出先
〒160-0004 東京都新宿区四谷1-13 虎ノ門実業会館四谷ビル1F

一般財団法人住宅産業研修財団内 大工志塾事務局 宛

ID: daikushiofficial

〒160-0004
東京都新宿区四谷1-13 虎ノ門実業会館四谷ビル1F
TEL: 03-6273-2585 FAX: 03-6273-2595
MAIL: info@jaho.or.jp

JAHO
一般財団法人住宅産業研修財団

内閣府所轄 1977年設立

Japan Housing Organization

「大工志塾」は(一財)住宅産業研修財団と
優良工務店の会（QBC）による
共同運営で取り組んでおります

第４期生募集要項(2021年６月〜2024年５月）

大工志塾

詳細はHPで!!
Instagramも
インスタグラム大工志 優良工務店の会

(QBC)

ID: yuryokomuten

動画
公開中


